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＜連絡事項＞
・虐待に関する意識調査の締め切りが8/7の為、各自実施してください。実施後は赤坂SGMまで連絡してください。

＜東病棟入室状況＞
【退院】
・木村　益栄様～10：00自宅退院の為、当院退院となる。

【転入】
・立花　圭様～北307号室→東B2号室

【転出】
・冨田　幸生様～東B3号室→北307号室
・熊谷　實郎様～東C4号室→南D203号室

＜患者様連絡事項＞
・山内　かおり様～翌日から牛乳→ヨーグルトに変更となる。
・中野　光様～下肢痛持続している為、ご家族様に整形科受診について確認している。
　　　　　　　ご家族様は下肢痛は入院前からのものであるため、整形科受診は不要との事。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・戸来　栄一様～終日隔離中。「早く飯もってこい！」など口調の粗さ、退院出来ないことへの不満が聞かれ不機嫌に経過している。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。詰所や他室侵入繰り返しあり。食べ物や飲み物を盗る行為あり、介入するも制止効かず。早めに開放観察終了としている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～終日隔離中。午前は奇声やドア叩きあるも一時的。午後2時間の開放観察実施。作業に参加し拒否なく入室されている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・中川原 佳宏様～終日隔離中。主治医より状態が落ち着いているため本日から9時～17時で開放観察の指示あり行っているが部屋から出てくることなく経過。不穏さなし。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
なし

＜村上Dr.診察情報＞
・中野　孝様～主治医より南病棟へ転出可の指示あり。

＜菅野Dr.診察情報＞
・和田　昌様～処方薬変更なし　点滴は週明けの採血結果により再指示との事。

・中鶴間　志穂美様～8/9～バルプロ酸ナトリウム徐放錠OFF　他、同内容処方あり。点滴は食事摂取量安定まで継続の指示。


・島脇　法依様～本夕～下記追加処方あり。
トリンテリックス10㎎1T　モサプリドクエン酸塩5㎎1T　（1×夕食後）。点滴は食事摂取量安定まで継続の指示。

[bookmark: _GoBack]・山内　かおり様～処方変更なし。診察中は「早めに退院したい」との訴えあり　理由としては「次男の面倒をみなければならない」との事。特に部活関連の保護者連絡では 携帯使用しており使用限度もあるため、不安・焦燥が増強している様子。現状 次男（中学生）は 長男・母が世話している様子のため、保護者連絡含め 一旦長男へ依頼し、療養に集中出来るように調整してはどうか提案上記について納得される。入院長期化するようであれば西病棟への転棟可の指示あり。
